
                                            

令和３年度 尾道市消費生活センター相談状況 

 令和３年度に尾道市消費生活センターが受付けた消費生活に関する相談状況

をまとめました。  

１． 尾道市消費生活センター相談件数 

 相談件数 

令和 ３ 年度     ７５５件 

令和 ２ 年度      ７７３件 

令和 元 年度    ８６０件 

令和３年度の相談件数は７５５件で、前年度と比べ１８件、率にすると２．３％減少

でほぼ横ばいとなりました。平成２９年度に圧倒的に多かった架空請求はがきに関する

相談が年々減少し、令和２年度・令和３年度は数件に落ち着いたことが要因と考えられ

ます。前年同様、新型コロナウィルスの影響で不要不急の外出を控え、自宅で過ごす時

間が増えたため、訪問販売ではなく、電話勧誘やインターネットを通じたトラブルが増

加傾向となりました。架空請求はがきは数件と減りましたが、はがきではなくインター

ネットを通じての架空請求が増加しています。インターネットなどの通信販売では健康

食品や化粧品等による定期購入トラブルの相談が多く、インターネットやＳＮＳを通じ

た副業サイトの情報商材トラブルも増加傾向となりました。 

２． 性別・年代別相談件数（契約当事者） 

 令和３年度 令和２年度 

 
男 女 

そ の 他 

・ 不 明 
計 男 女 

そ の 他 

・ 不 明 
計 

20歳未満 １６ ４ ０ ２０ ６ １１ ０ １７ 

20歳代 ２３ ２７ ０ ５０ ２６ １８ ０ ４４ 

30歳代 ２３ ３４ ０ ５７ ２９ １９ ０ ４８ 

40歳代 ３８ ４７ ０ ８５ ３２ ５３ ０ ８５ 

50歳代 ５４ ３９ ０ ９３ ４２ ５７ ０ ９９ 

60歳代 ４８ ６６ ０ １１４ ６４ ６８ ０ １３２ 

70歳以上 １２８ １２５ ０ ２５３ １３２ １２６ ０ ２５８ 

その他・不明 ３２ １２ ３９ ８３ ２０ １９ ５１ ９０ 

合計 ３６２ ３５４ ３９ ７５５ ３５１ ３７１ ５１ ７７３ 

 契約当事者を年代別でみると、前年同様７０歳以上が２５３件と男女ともに最も多く、

また６０歳代以上が約４８．６％と約半数を占めています。３０歳代以下の若年層は全

体を占める割合は少ないですが、前年に比べると増加傾向となりました。令和４年４月

からの成年年齢が１８歳に引き下げられ、１８歳・１９歳は一人で様々な契約ができる

ようになったので、今後より注意が必要です。 



３． 商品・役務別相談件数(上位 10位) 

順位 商品・サービス 
相談件数 

(令和３年度分) 

相談件数 

(令和２年度分) 

１ 商品一般 ６５ [１] ６８ 

２ インターネット通信サービス ４８ [６] ３６ 

３ 化粧品 ４３ [７] ３２ 

４ 相談その他 ４０ [３] ４７ 

５ 役務その他 ３４ [９] ２１ 

６ 健康食品 ２８ [４] ４５ 

７ 融資サービス ２２ [１７] １２ 

７ 娯楽等情報配信サービス ２２ － － 

９ 紳士・婦人洋服 ２１ [１５] １４ 

９ 電話機・電話機用品 ２１ 圏外 ８ 

（令和２年度分の[数字]は順位。娯楽等情報配信サービスについては令和２年度項目なしのた

めデータなし） 

前年に引き続き最も多い相談は商品一般に関するものでした。商品・役務別件数では

３位と６位となっていますが、化粧品・健康食品に通じて多いのが、定期購入トラブル

です。お試しで購入したつもりが、気付かないうちに定期購入の契約をしてしまってい

たという相談が増加しています。 

４． 相談件数上位５の特徴 

① 商品一般 

 携帯電話のＳＭＳ（ショートメッセージ）で大手通信会社を名乗って身に覚えのない

請求がきたという相談や、クレジットカードで身に覚えのない請求がきたという架空請

求の相談が最も多いです。また、宅配会社から不在メールがＳＭＳで届き添付してある

ＵＲＬをクリックしてしまったという相談も増加しています。 

 

【アドバイス】 

  身に覚えのない請求については、「自宅へ出向く」「勤務先を調査」「差し押さえ」な

ど不安をあおるような言葉があるものや、実在する大手事業所を名乗るケースがありま

す。不安にかられ相手に連絡してしまうと、やり取りする中で個人情報を知らせてしま

ったりさらに金銭を請求されることもありますので、身に覚えがない場合は決して連絡

せずに無視して様子を見ましょう。 

  宅配会社からの不在メールについては、添付してあるＵＲＬをクリックすると偽サイ

トが開きＩＤ・パスワード等を入力させたり、不正なアプリをインストールさせること

もあります。ＵＲＬにはアクセスしないように注意し、アクセスしてしまった場合でも

提供元不明のアプリをインストールしたりＩＤ・パスワード等を入力したりしないよう

にしましょう。 

  

 



② インターネット通信サービス 

電話勧誘で契約してしまった光回線などのインターネットサービスを解約したい、解

約したいが業者に連絡がつかないなどの相談や、解約したのに請求書が届いたといった

相談が多いです。 

 

【アドバイス】 

 自宅の固定回線への電話で勧誘されることがほとんどなので、日中自宅にいる機会が

多い高齢者は、番号表示される電話機を使用したり、留守番電話を設定するなどの対策

が必要です。勧誘されてもその場ですぐに申し込まず、よく検討して申し込むようにし

ましょう。 

 

③ 化粧品 

 化粧水、歯磨き粉、除毛クリーム等の化粧品をお試しで１回だけのつもりで注文した

ら、２回目が送付されてきたなど、定期購入と気付かずに契約してしまっていたという

相談が多いです。また、解約は電話連絡のみとなっているのにも関わらず、業者へ電話

がつながらないなどの相談が多く寄せられています。このような定期購入トラブルは 6

位の健康食品についても多い相談内容となります。 

 

【アドバイス】 

 通信販売にはクーリング・オフ制度がないため、注文前に契約内容を確認することが

大切です。購入画面表示をよく確認し、注文画面やメール等を保存しておくようにしま

しょう。また、解約等の連絡を事業所にした場合も記録を残しましょう。「定期縛りな

し」などの文言で安心せず、購入条件や解約条件はどうなっているかしっかり確認しま

しょう。スマホで注文する場合は画面が小さいため、より注意が必要です。 

  

④ 相談その他 

迷惑メールや迷惑電話に関する相談が多いです。また、国民生活センターを名乗り、

個人情報が洩れているという電話がかかってきたという相談もありました。 

 

【アドバイス】 

迷惑メールを完全に届かなくすることは困難なので、届いたメールは無視し、不審な

ことがあればすぐに相談するようにしましょう。個人情報が洩れているという不安な気

持ちにつけこんで、さらに個人情報を聞き出したり入力させたり、金銭を要求するケー

スもあるので注意が必要です。 

 

⑤ 役務その他 

初めは無料で登録した占いサイトなのに、ポイント購入を繰り返して高額課金してし

まったという相談や、登録により大量の迷惑メールが届くようになったという相談が多

いです。また、フリマアプリのアカウントがロックされてしまったなどの相談がありま

した。 

  



５．消費生活に関する啓発活動について 

 令和３年度は、出前講座を１７回、パネル展示を３会場（消費者月間の５月）、広報

おのみちへ啓発記事の掲載を１２回行いました。また、消費者教育講座として、尾道商

業高等学校、尾道南高等学校、瀬戸田高等学校へ若者向けの講座を、民生委員を対象に

第 10区民児協区で高齢者を見守る人向け講座を行いました。 

 市内を運行する路線バスの車内でポスター掲出による広告（いずれも１０月）を行い

ました。更に、おのみちエフエム放送及び尾道ケーブルテレビで、ＣＭ放送（いずれも

年間）を行いました。 

 詐欺や悪質商法の新たな手口や地域での多発情報等を、登録していただいた方に随時

お知らせするメール配信サービスを行っています（「消費生活緊急情報（おのみちさく

らメール）」、平成 23年 12月開始）。登録方法については尾道市消費生活センター（電

話番号 0848-37-4848）にお問い合わせいただくか、センターのホームページをご覧下

さい。また、尾道市防災ラジオや防災アプリを通じて情報発信を行っています。 

 今後も、出前講座については、依頼により地域の行事などに消費生活センター相談

員・市職員が出向き、DVD やパンフレットを使った消費生活講座を開催していきます

（料金無料）。希望される方は、尾道市産業部商工課（電話番号 0848-38-9183 ファ

ックス番号 0848-38-9293）へ気軽にご相談下さい。 

 他にも、啓発用ビデオ・DVD の貸し出しや、ホームページへの啓発記事の掲載も引

き続き行っていきます。 

 

６．尾道市消費生活センターについて 

・ 平成 14年 4月 1日尾道市商工課内に設置（現在尾道市役所 1階） 

・ 消費生活相談員２名 

・ 相談方法 面談及び電話 

・ 相談時間 月曜から金曜日、9:00～12:00、13:00～17:00（年末年始・祝日除く） 

・ 電話番号 0848-37-4848 

 

※ ○土日・祝日（年末年始除く）は「消費者ホットライン」（国民生活センター）

へお電話ください。 

     電話番号：188（IP電話からはつながりません。） 

  相談時間：10:00～16:00 

○平日 12:00～13:00 は「消費生活相談」（広島県生活センター）へお電話くだ

さい。 

  電話番号：082-223-6111 

  

 ※ ２４時間メールで相談できます。 

    「消費者トラブル相談 メール受付」（広島県生活センター） 

    URL https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/41/internetsyouhiseikatusoudan.html 

 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/41/internetsyouhiseikatusoudan.html

